


 

▼乃木小学校での外国語活動 

 
 
 
＊卒業プロジェクト「絵本翻訳研究ゼミ」「おはなしゼミ」の読み聞かせ活動 

総合文化学科の卒業プロジェクト「絵本翻訳研究ゼミ」「おはなしゼミ」の学生 17 名は、松

江市立乃木小学校並びに忌部小学校で、絵本の読み聞かせ活動を行った。5 月～7 月、10 月～

2 月の期間、乃木小学校は水曜日の朝、忌部小学校は金曜日の朝、毎週出かけて読み聞かせを

した。両校の子どもたちからも心あたたまる感想をいただき、学生たちも大喜びだった。乃木

小、忌部小の司書のお二人には、大変お世話になった。「おはなしゼミ」は、その他に、出雲市

立遙堪小学校・幼稚園、みずうみ保育園、ナザレン保育園で読み聞かせ活動を行った。 
 

 
 

 

▼忌部小学校での実践 

 

 

 
▼みずうみ保育園での実践】 
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＊第 15 回児童文学劇場の開催 

10 月 17 日（日）、松江キャンパスおはなしレストランライブラリーにおいて、総合文化学科

2 年生 23 名による「児童文学劇場」を開催した。おはなしレストランライブラリーでの公演は

今回初めてで、従来行っていた視聴覚室よりも狭いため、午前 1 回午後 1 回の 2 回公演とした。

公演の内容は、「3 びきのやぎのがらがらどん」「3 びきのかわいいオオカミ」「3 枚のおふだ」

を人形劇や人物劇で演じた。来場者も 2 回とも会場一杯の盛況で、200 名以上の方に観覧いた

だいた。「子供も飽きずに見させてもらいました。」「迫真の演技で感動しました！楽しかったで

す！」「劇の間も楽しめるようにしてくれてありがとうございました。」などの感想をいただき、

充実した公演を行うことができた。 
 

 

 

 

 

 

▼児童文学劇場（その 1） 

 
                         

▼児童文学劇場（その 2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼児童文学劇場（その 3） 
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＊湖南中学校 1 年生「総合的な学習の時間」への協力授業 
 総合文化学科の 3 名の教員は、湖南中学校における総合的学習の時間に、専門分野や総合文

化学科の担当授業の内容を生かして、協力授業を行った。この協力授業は、平成 19 年度から

開始し、20 年度は開催されなかったが、21 年度、22 年度と継続して行われている。小泉凡教

授の授業は平成 22 年 5 月 27 日「地域探検の魅力―松江再発見の旅―」、鹿野一厚教授の授業は

9 月 16 日「フィールドワークの行い方」、高橋純准教授の授業は 11 月 15 日「発表のあれこれ」

であった。対象は、1 年生 199 名。平成 23 年 3 月 8 日に、代表の生徒による最終回発表会が

松江キャンパス大講義室で行われ、全 1 年生が参加した。 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ▼松江キャンパス大講義室での最終回発表会（湖南中学校 1 年生） 

 
＊出前講座 

総合文化学科の小泉凡教授は、松江市内の下記の高等学校と小学校における総合的学習の時

間・社会科学習・英語活動の時間に、専門分野や総合文化学科の担当授業「小泉八雲入門」「地

域文化研究」「地域探検学」の内容を生かした出前授業を行った。 
●湖南中学校 総合的学習「地域探検の魅力―松江再発見の旅―」（平成 22 年 5 月 27 日） 
●松江市立女子高等学校 国際文化観光科「五感でとらえた明治の松江～小泉八雲の世界～講

義および現地研修」（平成 22 年 7 月 8 日） 
●津田小学校 社会科学習「小泉八雲と松江」（平成 22 年 10 月 12 日） 
●内中原小学校 英語活動「ラフカディオ・ハーンとアイルランド」（平成 23 年 2 月 4 日） 
●乃木小学校 総合的学習「小泉八雲のみた松江と日本」（平成 23 年 2 月 8 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼小泉凡教授【乃木小学校

での授業風景】 
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【教育課程のための地域の施設・機関との連携強化】 
 健康栄養学科、保育学科において実習先との連携の強化策を検討し、可能な部分から実施して

いる。健康栄養学科では、栄養士養成のため各種給食施設等との緊密な連携を図っている。保育

学科は、実習指導計画から実習評価に至るまで実習先と連携して実習成果の充実を図っている。 
 
 
≪健康栄養学科の実習施設・機関との連携≫ 

栄養士免許を取得するためには、校外実習が必修である。平成 22 年度に実施した県内施設を

下表に示した。下記の施設は、長年にわたっての実習受け入れ施設であり、卒業生が管理栄養士

として勤務している。本学非常勤講師、学び直し支援講座、島根県栄養士会研修会、食育活動等

を通して連携強化を図る一方で、実習終了後は、評価票の提出を求め、また、次年度の内容を検

討する資料として、学生が作成した実習レポートを送付した。 
 

            平成 22 年度 校外給食実務実習依頼先一覧 

地区 実習依頼先 
実習 

人員 
実習期間 （巡回指導日程）

島根 
松江赤十字病院 4 

①8/23～8/27 

  ②9/13～9/17 

  松江市立病院 2 9/13～9/17 

  
独立行政法人国立病院機構  松江医療セ

ンター 
3 8/23～8/27 

  
松江記念病院 4 

①8/23～8/27 

  ②9/6～9/10 

  介護老人保健施設  もちだの郷   2 9/6～9/10 

  松江市立北学校給食センター 2 9/13～9/17 

  松江市立南学校給食センター 3 9/13～9/17 

  島根県立中央病院 2 8/30～9/3 

  出雲市立学校給食センター 3 9/13～9/17 

  斐川町立学校給食共同調理場 1 9/13～9/17 

  安来市立病院 2 8/23～8/27 

  安来市立荒島小学校 1 9/13～9/17 

  公立雲南総合病院 1 9/6～9/10 

  大田市立病院 1 8/23～8/27 

  医療法人 仁寿会  加藤病院 1 8/30～9/3 

鳥取 
社会福祉法人 敬仁会  ル・ソラリオン名

和 
1 8/23～8/27 

  倉吉学校給食センター 1 9/6～9/10 

広島 JA 広島厚生連  廣島総合病院 1 8/23～8/27 

  庄原赤十字病院 1 9/13～9/17 

岡山 川崎医科大学附属病院 1 8/23～8/27 

徳島 医療法人 養生園  田岡東病院 1 8/23～8/27 
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≪保育学科の実習施設・機関との連携≫ 

 保育学科では、「保育実習Ⅰ（保育所・施設）」「保育実習Ⅱ」については、「指定保育士養成

施設の指定及び運営の基準について（厚生労働省雇児発第 1209001 号）」にもとづき、保育学

科が実習施設を選定して実習指導委員会を設けている。毎学年度の始めに、この委員会の協議

によって保育実習計画を策定している。 

平成 22 年度 保育学科実習実施施設・機関 

区分 所在 施設・機関名 備考 

保育所 島根県松江市 松江市立末次保育所、しらとり保育所、嵩見保育所、

松江市立城東保育所、松江市立白潟保育所、松江

ナザレン保育所、みどり保育所、袖師保育所、つわぶ

き保育所、松江保育所、虹の子保育園、松尾保育

所、愛恵保育園、しらゆり保育園、古志原保育所、松

江市立二葉保育所、湯町保育園、松江市立美保関

西保育所、こばと保育園、本庄保育所、みずうみ保育

園、みつき田和山保育園、みのり保育園、乃木保育

所,運動公園前保育所チャイルド 

1 年前

期・保育

実習Ⅰ

(保育所)

2 年前

期・保育

実習Ⅱ 

島根県東出雲町 東出雲町立出雲郷保育園、東出雲町立意東保育園 

島根県出雲市 出雲乳児保育所、おおつか保育園、出雲市立須佐

保育所、あすなろ第 2 保育園、おおつ保育園、きんろ

う保育園、たいしゃ保育園、ねむの木保育園、なかの

保育園、平田保育所、ハマナス保育園 

島根県斐川町 斐川町立直江保育所、斐川町立伊波野保育所、 

島根県雲南市 雲南市立大東保育園 

島根県安来市 安来市立安来保育所、安来保育園 

島根県大田市 あゆみ保育園 

島根県江津市 江津市立和木保育所、のぞみ保育園 

島根県益田市 常盤乳児園 

鳥取県境港市 境港市立上道保育所 

鳥取県米子市 五千石保育園、福米保育園、キッズタウン 24 かみごと

う、キッズタウン第 2 保育園、 

鳥取県東伯郡 三朝町立賀茂保育園、琴浦町立釛保育園 

山口県長門市 みすゞ保育園、長門市立菱海保育園 

岡山県津山市 津山教会付属田町保育園 

兵庫県豊岡市 豊岡市立城南保育園 

兵庫県朝来市 糸井認定こども園寺内保育所 
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児童館・児

童クラブ 

島根県松江市 松江市立東津田児童館、松江市立八雲児童センタ

ー、竹矢児童クラブ、乃木児童クラブ、乃木第 2 児童

クラブ、乃木第 3 児童クラブ、やくも児童クラブ、大庭

地区児童クラブ、古志原地区児童クラブ、津田第 2 児

童クラブ、城西地区児童クラブ、川津第 2 児童クラブ 

1 年後

期・保育

実習Ⅲ 

児童福祉

施設等 

島根県松江市 松江赤十字乳児院、島根東光学園、双樹学院、松江

学園、松江整肢学園、国立病院機構松江医療センタ

ー、島根県立わかたけ学園、しののめ寮 

2 年前

期・保育

実習Ⅰ

（施設） 島根県出雲市 さざなみ学園 

島根県安来市 安来学園 

島根県浜田市 聖喤寮、こくぶ学園 

島根県隠岐郡 仁万の里児童部 

鳥取県米子市 米子聖園天使園 

介護福祉

施設等 

島根県松江市 長命園、生協ふれあいデイサービス、、生協ヘルパー

ステーション、ふれあいヘルパーステーション、津田

の里、津田通所介護センター、津田訪問介護センタ

ー 

2 年後

期・訪問

介護員

実習 

幼稚園 島根県松江市 松江市立川津幼稚園、松江市立津田幼稚園、松江

市立幼保園のぎ、松江市立松江市立八雲幼稚園、松

江市立母衣幼稚園、松江市立朝酌幼稚園、松江市

立生馬幼稚園、松江市立中央幼稚園、松江市立本

庄幼稚園、松江市立玉湯幼稚園、松徳幼稚園 

2 年前

期・後

期・教育

実習 

  島根県東出雲町 東出雲町立意東幼稚園   

  

島根県出雲市 出雲市立平田幼稚園、出雲市立中央幼稚園、出雲

市立塩冶幼稚園、出雲市立大津幼稚園、出雲市立

長浜幼稚園、出雲市立乙立幼稚園、出雲市立朝山

幼稚園、出雲市立遙堪幼稚園、出雲市立湖陵幼稚

園 

  

  島根県雲南市 雲南市立西幼稚園、雲南市立阿用幼稚園   

  島根県奥出雲町 奥出雲町立八川幼稚園   

  島根県大田市 大田市立大田幼稚園   

  島根県江津市 江津市立江津幼稚園、江津市立津宮幼稚園   

  島根県浜田市 浜田市立長浜幼稚園   

  島根県益田市 益田幼稚園、高津幼稚園   

  鳥取県米子市 良善幼稚園、かいけ幼稚園、あけぼの幼稚園   

  鳥取県倉吉市 倉吉幼稚園   

  鳥取県東伯郡 琴浦町立八橋幼稚園   

  岡山県津山市 津山市立西幼稚園   

  兵庫県朝来市 朝来市立寺内幼稚園   
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児童館・児

童クラブ 

島根県松江市 松江市立東津田児童館、松江市立八雲児童センタ

ー、竹矢児童クラブ、乃木児童クラブ、乃木第 2 児童

クラブ、乃木第 3 児童クラブ、やくも児童クラブ、大庭

地区児童クラブ、古志原地区児童クラブ、津田第 2 児

童クラブ、城西地区児童クラブ、川津第 2 児童クラブ 

1 年後

期・保育

実習Ⅲ 

児童福祉

施設等 

島根県松江市 松江赤十字乳児院、島根東光学園、双樹学院、松江

学園、松江整肢学園、国立病院機構松江医療センタ

ー、島根県立わかたけ学園、しののめ寮 

2 年前

期・保育

実習Ⅰ

（施設） 島根県出雲市 さざなみ学園 

島根県安来市 安来学園 

島根県浜田市 聖喤寮、こくぶ学園 

島根県隠岐郡 仁万の里児童部 

鳥取県米子市 米子聖園天使園 

介護福祉

施設等 

島根県松江市 長命園、生協ふれあいデイサービス、、生協ヘルパー

ステーション、ふれあいヘルパーステーション、津田

の里、津田通所介護センター、津田訪問介護センタ

ー 

2 年後

期・訪問

介護員

実習 

幼稚園 島根県松江市 松江市立川津幼稚園、松江市立津田幼稚園、松江

市立幼保園のぎ、松江市立松江市立八雲幼稚園、松

江市立母衣幼稚園、松江市立朝酌幼稚園、松江市

立生馬幼稚園、松江市立中央幼稚園、松江市立本

庄幼稚園、松江市立玉湯幼稚園、松徳幼稚園 

2 年前

期・後

期・教育

実習 

  島根県東出雲町 東出雲町立意東幼稚園   

  

島根県出雲市 出雲市立平田幼稚園、出雲市立中央幼稚園、出雲

市立塩冶幼稚園、出雲市立大津幼稚園、出雲市立

長浜幼稚園、出雲市立乙立幼稚園、出雲市立朝山

幼稚園、出雲市立遙堪幼稚園、出雲市立湖陵幼稚

園 

  

  島根県雲南市 雲南市立西幼稚園、雲南市立阿用幼稚園   

  島根県奥出雲町 奥出雲町立八川幼稚園   

  島根県大田市 大田市立大田幼稚園   

  島根県江津市 江津市立江津幼稚園、江津市立津宮幼稚園   

  島根県浜田市 浜田市立長浜幼稚園   

  島根県益田市 益田幼稚園、高津幼稚園   

  鳥取県米子市 良善幼稚園、かいけ幼稚園、あけぼの幼稚園   

  鳥取県倉吉市 倉吉幼稚園   

  鳥取県東伯郡 琴浦町立八橋幼稚園   

  岡山県津山市 津山市立西幼稚園   

  兵庫県朝来市 朝来市立寺内幼稚園   

  兵庫県豊岡市 豊岡市立八条幼稚園   

  山口県長門市 あおい幼稚園、深川幼稚園   

  新潟県佐渡市 佐渡市立あいかわ幼稚園   

 

 この実習施設・機関により構成された実習指導委員会で策定された実習計画により、実習全

体の方針、実習の段階、内容、施設別の期間、時間数、学生の数、実習前後の学習に対する指

導方法、実習の記録、評価の方法が明らかにされている。 

 「保育実習Ⅲ」と「訪問介護員実習」については、実習施設を保育学科が選定して実習指導

委員会を設けている。実習生、実習施設の指導者、本学実習担当教員が、それぞれ緊密に連絡

をとりながら実習の効果を十分発揮するように努めている。 
 「教育実習」については、原則的に実習指導委員会を設けるが、学生が自主的に地元等の実

習幼稚園を選定する場合は個別に対応している。実習生、実習幼稚園の指導教員、本学実習担

当教員が、それぞれ緊密に連絡をとりながら、実習の効果を十分発揮するように努めている。

平成 22年度に保育学科が連携して実習を実施した実習施設・機関は上の表のとおりであった。 
 
 
�学生の自主的なボランティア活動� 
 平成 22 年度より、島根県立大学「学生地域ボランティア活動推進事業」の一環として、学

生のボランティア保険加入を支援した。今年度の学生のボランティア保険加入は、125 名であ

った。とりまとめと次年度に向けての「学生ボランティアのしおり－Volunteer Spirit!－」を

作成した。 
平成 22 年度学生の活動先は、以下のとおりであった。 

 
－平成 22 年度記録簿「ボランティア・ポケット」、受付教員の記録、ボランティア先からの報

告より－ 
●障害者・高齢者支援ボランティア 

「島根県立厚生センター・特定養護老人ホーム八雲寮」「鳥取県 NPO 法人たんぽぽ事業所」 
●障害児支援ボランティア 
 「松江市立母衣幼稚園・幼児教室」「出雲市発達支援ボランティア（NPO 法人療育センター

燦々）」「島根県自閉症協会療育キャンプ」「島根県東部医療福祉センター夏祭りボランティア」

「社会福祉法人四つ葉園」 
●島根県教育委員会学生支援員 
 「東出雲町立揖屋幼児園・学生支援員」 
●島根県立青少年自然の家（サンレイク）ボランティア 
 「にこにこファミリーボランティア」「キッズチャレンジ夏」「キッズチャレンジ冬」「あつま

れ！げんキッズ」「サンレイク楽校」 
●松江市役所ボランティア 
 「松江市環境フェスティバル」 
●松江市立幼保園のぎボランティア 
 「のぎっこまつり」「運動会・園児援助」ボランティア 
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●松江市立湖南中学校ボランティア 
 「サタデースクール」学習支援 
●保育所・幼稚園・学童保育ボランティア実習（個人） 

兵庫県佐用郡「佐用町立三日月保育園」「佐用町役場子育て支援センター」 
 京都府福知山市「土師保育園」「福知山保育所」「聖テレジア幼稚園」「さくら保育園」 
 鳥取県鳥取市「美保保育所」「めぐみ保育園」「鳥取市立西郷保育園」 
 鳥取県境港市「美哉幼稚園」「上道保育所」「余子保育所」 
 鳥取県米子市「春日保育園」「尚徳小学校学童保育」 
 広島県世羅郡「こうざん保育所」 

 山口県山口市「三の宮保育園」 

 島根県隠岐郡「隠岐共生学園第２保育所」「西ノ島町立みた保育園」 

 島根県松江市「わかたけ保育園」「みどり保育所」「虹の子保育園」「宍道わんぱく園」「ふた

ば保育所」「こばと保育所」 

 島根県雲南市「三刀屋保育所」「木次保育所」 

 島根県簸川郡「出東保育園」 

 島根県仁多郡「横田保育所」 

 島根県出雲市「神門第Ⅱ保育園」「神門幼稚園」「窪田

保育所」「出雲乳児保育所」 

 島根県浜田市「ちどり第 2保育所」 

 

 

 

 この事業の説明と記録簿の照会、保険加入の説明、平

成 22 年度の地域ボランティア活動先、参加した学生の体

験記をとりまとめて、「学生ボランティアのしおり」を作

成した。平成 23 年度以降の、学生の活発な地域活動支援

に役立てたい。 
 

 期日 曜日 時間 テーマ　　（会場） 回数 担当者 相手先 参加者数

7月8日 (木) 9:00～12:50
五感でとらえた明治の松江～小泉八雲の世界～
講義および現地研修

1 小泉　凡（総合文化学科教授） 松江市立女子高等学校 22

8月4日 (水） 13:30～14:30 英語で楽しむ『クマのプーさん』 1 竹森徹士（総合文化学科准教授） 兵庫県立村岡高等学校 16

9月21日 (火) 13:30～15:30 おいしい米・ご飯を求めて 1 奥野元子（健康栄養学科教授） 島根県立大社高等学校 24

10月21日 (木） 13.30～15:30 音声学入門～日本語のアクセントを中心に～ 1 高橋純（総合文化学科准教授） 島根県立大田高等学校 17

10月27日 (水） 15:30～16:00 模擬授業「心理学入門」 1 山下由紀恵（保育学科教授） 松江市立女子高等学校 106

��講�(高大��）の���(大学�の����を����門��の講義を高校���に��た�合)

－ 82 －



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出雲キャンパス 
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職　名 氏　名 備　考

教　授 石橋　照子
・地域連携推進センター副センター長
・地域連携コーディネーター
　（担当：リカレント講座に関すること）

教　授 平野　文子
・地域連携推進委員会委員
・地域連携コーディネーター
　（担当：地域振興・地域交流に関すること）

准教授 落合　のり子
・地域連携推進委員会委員
・地域連携コーディネーター
　（担当：受託／共同研究に関すること）

講　師 高橋恵美子
・地域連携推進委員会委員
・地域連携コーディネーター
　（担当：学生による地域貢献活動に関すること）

講　師 別所　史恵
・地域連携推進委員会委員
・地域連携コーディネーター
　（担当：地域文化貢献活動に関すること）

助　教 小田美紀子
・地域連携推進委員会委員
・地域連携コーディネーター
　（担当：学生による地域貢献活動に関すること）

助　教 石橋　鮎美 ・地域連携推進委員会委員

主　幹 上代　勇夫 ・地域連携推進委員会委員

主　任 阪本　　功
・地域連携コーディネーター
　（担当：大学の設備・施設の活用および視察／見学
　　　　　　　　等に関すること）

平成２２年度　公立大学法人島根県立大学
　地域連携推進センター出雲キャンパス運営会議　名簿
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         地域連携推進センター出雲キャンパス事業概要     

 

地域連携推進センター�センター�  石橋照子 

 

出雲キャンパスでは、中期計画に従って地域貢献を推進してきた。主な活動について，所掌事

項に沿って報告します。 

  

Ⅰ 活動の概要 

１）地域貢献に関すること 

(1)地域からの要望・相談対応窓口に関すること 

地域との連携活動をより円滑にすすめるため，昨年度に引き続き地域連携推進委員が地域

連携コーディネーターとして地域からの相談窓口を担当するようにし，HP上に掲載した。ま

た，22年度においても出前講座内容に関して学内教員からテーマを募集し，HP上に掲載し，

促進を図った。窓口担当者によるコーディネート件数と内容は，高校からの講義依頼が 5件

あり，講師派遣に関する調整を行った。また，施設の活用・見学相談は多数あり対応した。

平成 23年度に向けて地域貢献登録カードを活用し，講師派遣が可能な出前講座を HPで一覧

にできるようにした。 

①地域文化貢献活動に関すること 

目 的：地域の学習ニーズに対応し，地域文化の発展に貢献する。 

概 要：セミナー・フォーラム・研修会等の講師派遣の相談に応じる。 

担 当：別所史恵 

②リカレント講座に関すること 

目 的：看護者の継続教育および生涯学習の企画・実施により看護実践の向上に貢献す

る。 

概 要：セミナー・フォーラム・研修会等の講師派遣や看護研究指導の相談に応じる。 

担 当：石橋照子 

③受託／共同研究に関すること 

目 的：研究開発プロジェクトへの積極的参画と研究成果等の社会に還元し情報発信を

行う。 

概 要：受託研究・共同研究の相談に応じる。 

担 当：落合のり子 

④地域振興・地域交流に関すること 

目 的：民間企業・行政機関との連携による地域振興・地域交流を図る。 

概 要：地域活性化に向けた受託事業，共同事業の相談に応じる。 

担 当：平野文子 
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⑤学生による地域貢献活動に関すること 

目 的：①学生の地域活動への関心を高め，人間的成長を図る，②地域と大学の連携を

強化する 

概 要：ボランティア活動や研修への学生参加について相談に応じる。 

担 当：高橋恵美子，小田美紀子 

⑥大学の設備・施設の活用および視察／見学等に関すること 

目 的：①地域活動に施設や設備の貸出し，地域貢献を図る，②本学の魅力や特徴を紹

介する 

概 要：施設・備品等貸出施設見学，体験学習等の相談に応じる。 

担 当：阪本功 

 

(2)センターの広報活動に関すること 

ホームページにおいて取り組みの紹介を行うと共に，実践した内容を随時掲載し広報に努

めた。また，教員一覧の頁の充実を図った。 

 

(3)公開講座等の生涯学習の実施に関すること 

本学が持っている専門的,総合的な教育・研究機能を広く社会に開放することにより,看護に

関する知識・技術および一般的教養を身につけるための学習の機会を社会人等に広く提供す

ることを目的に，今年度は，公開講座 5講座，リカレント講座 2講座，3キャンパス合同講座

1講座，出雲市との連携講座 3講座，島根県看護協会との連携講座 1講座を開講した（Ⅱ 活

動の実績 1．公開講座・高大連携・キャンパス連携講座の項参照）。 

 

  

 

(4)産公学連携に関すること 

①受託・共同研究／事業等の広報，コーディネート：HPでこれまでの受託研究実績を含

む教員の研究実績，産学官連携の実績等を公開し，受託研究・共同研究等相談窓口を設

置し，それぞれ担当者を置き，受け入れ態勢を整えた。受託研究等における取り扱い要

領に則り，1 件の受託研究手続きを進めた。 

②出雲市との連携協定に基づく事業について：家庭教育支援者を養成するカリキュラムに

ついて出雲市と共同事業を計画した。予算を確保し，松江キャンパス教員と連携して研

究的な取組による講座は全 9 回で，受講者数は延べ 130 名であった。また，「家庭教育

支援サポーター養成講座」の連携事業を実施した。 

③「出雲産業フェア 2010」への出展企画・広報により委託・共同研究／事業等の促進：

地域活性化に対する支援として平成 22 年 11 月 6 日・7 日，出雲ドームにおいて開催さ

れた「出雲産業フェア 2010」に 3 つの教育・研究事業について出展を行った(①e ポー

トフォリオシステムを活用した自己教育力の育成，②長時間尿動態測定器「ゆりりん」

を用いた排泄支援，③地域の "つながり" をサポートする「地域連携ステーション」)。

本学での取組を PR する機会となった。今後も，NPO 法人などから協力要請があった場

合は，内容を検討し，具体的活動としていく。 

  

 
④島根県病院局との連携：平成 23 年 1 月 6 日に島根県病院局と看護連携型ユニフィケー

ション事業に関する基本協定を締結しました。島根県病院局と協働で看護の実践・教育・

研究面で連携して、看護ケアや看護教育の質の向上を図るとともに、臨床に根ざした看

護共同研究を発展させ、両者の機能の一層の向上を目指していきます。 
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置し，それぞれ担当者を置き，受け入れ態勢を整えた。受託研究等における取り扱い要

領に則り，1 件の受託研究手続きを進めた。 

②出雲市との連携協定に基づく事業について：家庭教育支援者を養成するカリキュラムに

ついて出雲市と共同事業を計画した。予算を確保し，松江キャンパス教員と連携して研

究的な取組による講座は全 9 回で，受講者数は延べ 130 名であった。また，「家庭教育

支援サポーター養成講座」の連携事業を実施した。 

③「出雲産業フェア 2010」への出展企画・広報により委託・共同研究／事業等の促進：

地域活性化に対する支援として平成 22 年 11 月 6 日・7 日，出雲ドームにおいて開催さ

れた「出雲産業フェア 2010」に 3 つの教育・研究事業について出展を行った(①e ポー

トフォリオシステムを活用した自己教育力の育成，②長時間尿動態測定器「ゆりりん」

を用いた排泄支援，③地域の "つながり" をサポートする「地域連携ステーション」)。

本学での取組を PR する機会となった。今後も，NPO 法人などから協力要請があった場

合は，内容を検討し，具体的活動としていく。 

  

 
④島根県病院局との連携：平成 23 年 1 月 6 日に島根県病院局と看護連携型ユニフィケー

ション事業に関する基本協定を締結しました。島根県病院局と協働で看護の実践・教育・

研究面で連携して、看護ケアや看護教育の質の向上を図るとともに、臨床に根ざした看

護共同研究を発展させ、両者の機能の一層の向上を目指していきます。 
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⑤今井書店株式会社との連携：平成 22 年 5 月 26 日に今井書店株式会社と学生のボランテ

ィア活動に関しての覚書を締結しました。本学と今井書店が連携・協力して，本キャン

パス学生の地域活動や社会貢献活動に対して，支援を行うものです。本取組により学生

の図書購入機会の増加も図りたいと考えています。 

  

 

(5)その他地域との連携推進に関すること 

①出雲キャンパスモニター制度の実施：本キャンパスと地域の連携を深め，地域住民の

方の意見を本キャンパスの今後の運営や事業に活用・反映させ，地域に開かれたキャン

パスをめざすことを目的として，川跡・高浜・鳶巣地区より 10 名のモニターを選出し，

5 月 31 日に説明会および意見交換会をもった。また，平成 23 年 1 月 12 日には，報告

会を開催し意見交換を行った（Ⅱ.活動の実績 2．地域交流活動 1）出雲キャンパスモ

ニターに関する取り組みの項参照）。 

  
 
②学生ボランティアマイレージ制度：本キャンパス学生として地域貢献のためボランテ

ィア活動に積極的に取組む学生を顕彰し，ボランティア活動を促進することにより本学

が志向する自立的な人間としての成長を促すとともに，大学と地域との連携を深めるこ

とを目的とし，出雲キャンパス学生ボランティアマイレージ制度を施行した。5 月 26

日に制度説明とボランティアについて考える研修会を行った。平成 23年 1月 19日には，

学生ボランティアマイレージ報告会を開催し，学生による報告と，5 つのボランティア

団体から学生にして欲しいボランティア企画のプレゼンテーションを実施した（Ⅱ.活動

の実績 2．地域交流活動 2）学生ボランティアマイレージに関する取り組みの項参照）。 

  
 

③ぎんざんテレビ出前講座：平成 22 年 2 月 5 日に石見銀山テレビ放送株式会社と覚え書

きを交わし，以後収録作業を重ねる一方，4 月から放送が開始された。公開講座に出向き

たくてもなかなか出向くことが困難な方を対象にケーブルを通して地域貢献する目的で

開始された。今年度 27 講座収録した。今後は松江キャンパスや浜田キャンパスとも連携

しながら継続していく予定である（Ⅱ.活動の実績 2．地域交流活動 3）ぎんざんテレ

ビ出前講座に関する取り組みの項参照）。 

  

 

２）高大連携に関すること 

高大連携に関しては県内の高校 10 校に対して高大連携講座 15 講座，専門学校との連携講座 2

講座開催し，本学が持っている専門的，総合的な教育・研究機能を高校に出向いて講義を行った

（Ⅱ．活動の実績 1．公開講座・高大連携・キャンパス連携講座の項参照）。 

 
３）学長が諮問したこと及び教授会が付託したことに関すること 

出雲キャンパスモニター制度の拡充：近隣地区の住民だけでなく，本キャンパスの卒業生

からもモニターを募集し，本キャンパスとの連携を深め，卒業生の意見も本キャンパスの今

後の運営や事業に活用・反映させることをめざして，本制度を改正した。これにより次年度

より地域との交流の他，島根県内在住の卒業生との交流を推進していく計画にしている。 
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団体から学生にして欲しいボランティア企画のプレゼンテーションを実施した（Ⅱ.活動

の実績 2．地域交流活動 2）学生ボランティアマイレージに関する取り組みの項参照）。 

  
 

③ぎんざんテレビ出前講座：平成 22 年 2 月 5 日に石見銀山テレビ放送株式会社と覚え書

きを交わし，以後収録作業を重ねる一方，4 月から放送が開始された。公開講座に出向き

たくてもなかなか出向くことが困難な方を対象にケーブルを通して地域貢献する目的で

開始された。今年度 27 講座収録した。今後は松江キャンパスや浜田キャンパスとも連携

しながら継続していく予定である（Ⅱ.活動の実績 2．地域交流活動 3）ぎんざんテレ

ビ出前講座に関する取り組みの項参照）。 

  

 

２）高大連携に関すること 

高大連携に関しては県内の高校 10 校に対して高大連携講座 15 講座，専門学校との連携講座 2

講座開催し，本学が持っている専門的，総合的な教育・研究機能を高校に出向いて講義を行った

（Ⅱ．活動の実績 1．公開講座・高大連携・キャンパス連携講座の項参照）。 

 
３）学長が諮問したこと及び教授会が付託したことに関すること 

出雲キャンパスモニター制度の拡充：近隣地区の住民だけでなく，本キャンパスの卒業生

からもモニターを募集し，本キャンパスとの連携を深め，卒業生の意見も本キャンパスの今

後の運営や事業に活用・反映させることをめざして，本制度を改正した。これにより次年度

より地域との交流の他，島根県内在住の卒業生との交流を推進していく計画にしている。 
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４）今後の課題 

（1）地域からの要望・相談対応窓口について，一般市民や医療施設にあまり知られていない

問題がある。次年度より「地域貢献登録カード」の活用により，「一般市民向け」「専

門職向け」「高校生向け」に【出前講座一覧】を充実させ，積極的にコーディネートし

ていく。 

（2）平成 23 年度は，島根県立大学憲章に定める「地域の課題を多角的に研究し，市民や学

生の地域活動を積極的に支援して，地域に貢献する」大学となることをめざして，地域

に貢献する学生活動の支援充実を図るため，「学生ボランティアマイレージ事業」を重

点項目として取り組む。 
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 � 活動の実� 

 

��公開講座・リカレント講座・連携講座・��ン��合�講座・高大連携講座 

１）公開講座・リカレント講座・高大連携講座の基本的な考え方 

公開講座：本学が持っている専門的，総合的な教育・研究機能を広く社会に開放することに

より，看護に関する知識・技術および一般的教養を身につけるための学習の機会を社会人等

に広く提供する。 

リカレント講座：看護に関する最新の知識や技術を修得する機会を提供し，仕事や社会活動

に活用する能力を養うために，看護専門職者等を対象とした講座を開く。 

高大連携講座：高校教育と大学教育の円滑な接続を目指し，本学が持っている専門的，総合

的な教育・研究機能を高校に出向いて講義を行う。このことにより，本学の魅力を高校生に

伝えると共に，高校生や高校側の受験ニーズを把握する。 

２）平成 22 年度公開講座実施要領 

＊ メインテーマ：「にんげん大好き －まめに暮らしていくために－」 

＊ 講座内容：看護に関するもの，一般教養など 

＊ 受講対象：一般，看護職者，高校生 

＊ 開催回数：1 回または複数回 

＊ 開催時期：平成 22 年 6 月～11 月 

＊ 開催場所：本学，その他県内，高校 

＊ 開催場所：本学の場合は 9:00－21:00 とする。但し，学外の場合は当該施設と相談す

ること。 

＊ 開催方法： 

① 原則として担当教員が運営するが，求めに応じて地域連携推進委員会（事務局）

が支援する。 

② 助手も協力者として企画に参加できる。 

③ 公開講座の参加申し込みの受付は事務局が行う。応募を受け付けられない事態に

ついては担当教員が申込者に通知する。高大連携講座については担当教員が高校

担当者と連絡をとり行う。 

④ 高大連携講座は地域連携推進委員会とアドミッション運営会議が連携して行う。

広報は地域連携推進委員会が担当し，高校との交渉はアドミッション運営会議が

担当する。 

⑤ 客員教授にも公開講座に参加していただくこともある。 

⑥ 修了証書は講座の担当教員が発行の有無を決定し，準備する。 

⑦ 手話通訳・託児の希望者の受け入れは担当教員の判断により決定し，手配は担当

教員が行う。 

⑧ 担当教員は，「受講者入館証」を事前に管理課から受け取っておき，当日受付で受

講者に配布する。 
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３）公開講座実施概要 

第 1 講座 「人を育て自らも育つフォーラム」 

開催日時  11 月 3 日（水） 13:00～16:30 

場  所  出雲キャンパス 大講義室 

演  題  「教育の立場から」 

講  師  寺崎昌男氏（立教学院本部調査役，東京大学名誉教授，桜美林大学名誉教授） 

演  題  「看護教育の立場から」 

講  師  舟島なをみ氏（千葉大学看護学部教授，千葉大学普遍教育センター長） 

シンポジウム  「島根県立大学短期大学部出雲キャンパスからの提案」 

担  当  吾郷美奈恵・石橋照子・梶谷みゆき・三島三代子 

受 講 者  227 名 

 
第 2 講座 「アロマで心と身体のリフレッシュ Part.５」 

開催日時  第 1 回 9 月 7 日 14:00～16:00 

第 2 回 9 月 14 日 14:00～16:00 

場  所  出雲キャンパス 215 実習室 

演  題  第 1 回「精油を使った小物作りにチャレンジ」 

第 2 回「アロマオイルを使用したマッサージにチャレンジ」 

講  師  松本亥智江 

受 講 者  第 1 回：12 名  第 2 回：10 名 

 
第 3 講座 「豊かな食のあり方・育て方」 

開催日時  9 月 25 日 9:00～12:00 

場  所  西郷公民館（隠岐島町） 

演  題  「食と生活習慣病」   講 師  吾郷美奈恵 

「食と身体の関係」   講 師  梶谷みゆき 

「食と心の関係」    講 師  石橋照子 

受 講 者  17 名 

 
第 4 講座 「楽しく運動を続けるためにＰＡＲＴ２－健康と運動について」 

開催日時  7 月 17 日 10:00～12:00 

7 月 31 日 10:00～12:00 

8 月 14 日 10:00～12:00 

場  所  社会福祉法人ふあっと地域交流ホールつどい（出雲市） 

講  師  伊藤智子，加藤真紀 

受 講 者  13 名 
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第 5 講座 「高齢者のいきいき健康作り」 

開催日時  ①8 月 26 日 10：00～11：30 

      ②9 月 2 日  13：00～14：30 

場  所  ①北浜コミュニティーセンター（出雲市） 

      ②鳶巣コミュニティーセンター（出雲市） 

講  師  山下一也，松本亥智江，田原和美，祝原あゆみ 

受 講 者  ①26 名  ②14 名 

 
４）リカレント講座概要 

第 1 講座 「看護者が元気になるための秘策」 

開催日時  9 月 26 日 9:00～12:00 

場  所  隠岐の島町役場ふれあいセンター 

講  師  吾郷美奈恵，石橋照子 

受 講 者  保健師・看護師 21 名 

 
第 2 講座 英文で読む「愛はあなたの手の中に」 

開催日時  6 月 8 日 13:10～14:40 

場  所  出雲キャンパス・208 講義室 

講  師  田中芳文 

受 講 者  看護学生や看護師 17 名 

 
５）連携講座概要 

【島根県看護協会との連携講座】 

第 1 講座 「臨床看護研究計画立案」 

開催日時  ①8 月 26 日 10:00～16:00 

②8 月 27 日 10:00～16:00 

③9 月 16 日 10:00～16:00 

④9 月 17 日 10:00～16:00 

場  所  出雲キャンパス・201 講義室他 

講  師  吾郷美奈恵・石橋照子・梶谷みゆき・三島三代子・高橋恵美子 

受 講 者  ①48 名 ②48 名 ③48 名 46 名 

 
【出雲科学アカデミーとの連携講座】 

第 1 講座 子育て「すこやか子育て」 

開催日時  第 1 回 8 月 20 日 13:30～15:00 

第 2 回 9 月 3 日  13:30～15:00 

演  題  第 1 回「乳児期の親子のコミュニケーションについて」 

第 2 回「子どもが病気になったとき～子どもによくみられる症状の看護～」 
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場  所  出雲科学館 

講  師  第 1 回 長島玲子 井上千晶 

第 2 回 高橋恵美子 渡部真紀 

受 講 者  第 1 回：10 組 第 2 回：5 名 

 
第 2 講座 医療支援「模擬患者養成講座」 

開催日時  第 1 回 6 月 25 日 17:00～18:30 

第 2 回 7 月 23 日 17:00～18:30 

第 3 回 8 月 27 日 17:00～18:30 

第 4 回 9 月 17 日 17:00～18:30 

第 5 回 10 月 22 日 17:00～18:30 

演  題  第 1 回「模擬患者とは～看護師教育における模擬患者の意義～」 

第 2 回「コミュニケーションの基本～聞くこと・伝えること～」 

第 3 回「模擬患者に必要なこと～シナリオと役作り～」 

第 4 回「模擬患者体験」 

第 5 回「模擬患者に必要なこと～感想の伝え方～」 

場  所  出雲キャンパス・215 実習室 

講  師  松本亥智江，吉川洋子，山下一也，田原和美 

受 講 者  第 1 回：8 名 第 2 回：6 名 第 3 回:4 名 第 5 回：5 名 第 6 回：5 名 

 
第 3 講座 「生活習慣病と予防法」 

開催日時  第 1 回 9 月 2 日 15:00～16:30 

第 2 回 9 月 9 日 15:00～16:30 

第 3 回 9 月 16 日 15:00～16:30 

演  題  第 1 回「心臓病」 

第 2 回「がん」 

第 3 回「糖尿病」 

場  所  出雲科学館 

講  師  第 1 回 三島三代子 

第 2 回 平野文子 

第 3 回 別所史恵 

受 講 者  第 1 回：18 名 第 2 回：25 名 第 3 回：26 名 

 
６）3 キャンパス合同講座 

開催日時  8 月 28 日 

場  所  浜田キャンパス・研究棟 中講義室 5 

演  題  ①もっと素敵にコミュニケーション 

②聞き上手を目指したコミュニケーション 
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③日本語なのに，なぜ伝わらない 
講  師  ①落合のり子（出雲キャンパス） 

②川中淳子（浜田キャンパス） 
③高橋 純（松江キャンパス） 

参 加 者  40 名 

 
７）高大連携講座概要 
第 1 回 

開催日時  6 月 16 日 13:00～16:00 
場  所  出雲キャンパス・大講義室 
演  題  「夢・実現フォーラム」 

総合司会：梶谷みゆき 
第1部 教育講演「キャリアデザインについて」 

講師 吾郷美奈恵 
第2部 特別講演「夢の実現について」 

講師 植松 努（KK カムイシペースワークス代表取締役） 
第3部 パネルディスカッション 

コーディネーター 石橋照子・三島三代子 
パネリスト 小森惠子（松江赤十字病院副院長・看護部長） 

徳島敏枝（訪問看護ステーション愛所長） 
荊尾玲子（三沢小学校教頭） 

参 加 者  138 名 

 
第 2 回 

開催日時  7 月 21 日 13:30～15:00 
場  所  松江市立女子高等学校 
演  題  「看護の道具箱 コミュニケーション」 
講  師  吉川洋子 
参 加 者  生徒：28 名，教員：2 名 

 
第 3 回 

開催日時  7 月 29 日 13:30～14:30 
場  所  島根県立平田高等学校 
演  題  コミュニケーション力を磨く 
講  師  吉川洋子 
参 加 者  生徒：21 名，教員：3 名 
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開催日時  8 月 3 日 12:45～14:00 
場  所  島根県立横田高等学校 
演  題  がん患者の看護 がんと共に生きる 
講  師  平野文子 
参 加 者  生徒：8 名，教員：1 名 

 
第 5 回 

開催日時  9 月 6 日 17:00～18:20 
場  所  島根県立三刀屋高等学校 
演  題  看護の“技”基礎講座「身体を動かす技」 
講  師  松本亥智江 
参 加 者  生徒:28 名，教員：1 名 

 
第 6 回 

開催日時  9 月 14 日 17:30～18:30 
場  所  島根県立三刀屋高等学校 
演  題  小さな町の暮らしに根づく看護学 
講  師  伊藤智子 
参 加 者  生徒：25 名，教員：1 名 

 
第 7 回 

開催日時  9 月 21 日 13:30～15:00 
場  所  島根県立大社高等学校 
演  題  看護職と保健指導 食物のおいしさと健康作り 
講  師  吾郷美奈恵 
参 加 者  生徒：34 名，教員：1 名 

 
第 8 回 

開催日時  9 月 24 日 13:30～15:30 
場  所  島根県立横田高等学校 
演  題  地元の良さを見つけよう 
講  師  齋藤茂子 
参 加 者  生徒：28 名，教員：1 名 

 
第 9 回 

開催日時  9 月 25 日 13:00～14:30 
場  所  島根県立大社高等学校 
演  題  看護と心理学 

第 4 回 
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講  師  橋本由里 

参 加 者  生徒：43 名，教員：3 名 

 
第 10 回 

開催日時  9 月 29 日 15:00～16:30 

場  所  島根県立島根中央高等学校 

演  題  訪問看護の仕事の魅力 

講  師  吾郷ゆかり 

参 加 者  生徒：31 名，教員：3 名 

 
第 11 回 

開催日時  10 月 14 日 14:20～16:00 

場  所  島根県立出雲高等学校 

演  題  子どもの安心を守るために プレパレーション 

講  師  高橋恵美子 

参 加 者  生徒：40 名，教員：1 名 

 
第 12 回 

開催日時  10 月 19 日 13:55～15:15 

場  所  島根県立江津高等学校 

演  題  看護ケアに役立つリラクセーション技法 

講  師  石橋照子 

参 加 者  生徒：26 名，教員：4 名 

 
第 13 回 

開催日時  10 月 19 日 15:00～16:00 

場  所  島根県立浜田高等学校 

演  題  新生児の不思議 

講  師  狩野鈴子 

参 加 者  生徒 446 名，教職員：45 名 

 
第 14 回 

開催日時  10 月 21 日 14:30～16:20 

場  所  島根県立大田高等学校 

演  題  糖尿病 もしも自分が糖尿病になったら 

講  師  別所史恵 

参 加 者  生徒：38 名 
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第 15 回 

開催日時  10 月 28 日 14:30～16:00 

場  所  島根県立横田高等学校 

演  題  認知症患者の理解とケア 

講  師  梶谷みゆき 

参 加 者  生徒：15 名 

 
８）専門学校との連携講座 

第 1 回 

開催日時  7 月 16 日 

場  所  浜田医療センター附属高等看護学校 

演  題  看護学生の将来をみつめて 

講  師  三島みどり，山下一也，田中芳文 

参 加 者  学生：112 名，教職員 

 
第 2 回 

開催日時  7 月 22 日 

場  所  島根県立石見高等看護学校 

演  題  看護学生の将来をみつめて 

講  師  三島みどり，山下一也，田中芳文 

参 加 者  学生：109 名，教職員 

 
９）今後の課題 

今年度は，出雲市や看護職能団体，キャンパス間などの連携をとり講座数を増やしたことか

ら，受講者数 713 名（昨年比 215.7％）に増えている。高大連携も当初予定では 10 講座であ

ったが途中の依頼があり 15 講座実施し 1,015 名（昨年比 453.1%）と増えた。一方で，1 回の

受講者は募集人数を下回っている講座が多い。また，担当する教員の負担やコーディネートす

る担当者の負担も増えてきている。そうしたことに配慮しつつ，①引き続き広報に力を入れる

こと，②講座メニューの見直しを図ること，③本学以外の開講など受講機会を増やすことなど

に取り組んでいく必要がある。 

 
２．地域交流事業 

１）出雲キャンパスモニター制度の取り組み 

本キャンパスと地域の連携を深め，地域住民の方の意見を本キャンパスの今後の運営や事業

に活用・反映させ，地域に開かれたキャンパスをめざすことを目的として，本制度が昨年度企

画され募集した。これによりキャンパスモニターを 10 名募集し，5 月に委任状を交付し，年間

を通して学内のイベントに関する案内を行い地域との交流を推進した。1 月には報告会を実施

し，モニターからの意見や要望を聞く機会を設けた。モニターからは，４年制大学への移行に
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向けて，県内就職率の向上への期待，今後の地域との連携や役割についてなど多くの意見があ

った。今後の課題として，大学祭の開催時期，学生のマナー教育の充実，地域貢献活動におけ

る PR 方法，学生の安全・防犯対策の充実などがあった。いずれにしても，地域と大学が今後

も協力し，よい学生を育ててともにまちづくりを行っていきたいという双方の意思を再確認し

た。来年度は，卒業生・修業生モニターも募集し，大学運営に反映させていくようにする予定

である。 

 
２）学生ボランティアマイレージに関する取り組み 

（１）学生ボランティア研修会 

日時：平成 22 年 5 月 26 日（水）13:10～14:30 

場所：出雲キャンパス 大講義室 

内容：①ボランティア講演会 

演題：「大学生活をより実りあるものとするために」 

講師： 田中玄洋氏 （NPO 法人学生人材バンク代表理事） 

②ボランティアマイレージ制度説明 

参加者：学生・教職員・一般 合計 49 名 

（２）ボランティアマイレージ制度報告会・ボランティア企画コンテスト 

日時：平成 23 年 1 月 19 日（水） 13:30～15:00 

場所：出雲キャンパス 201 講義室 

内容：①ボランティアマイレージ制度実績報告 

②ボランティア企画コンテスト 

・ 島根県立青少年の家（サンレイク） 

・ 難病相談支援センター・松江保健所 

・ 出雲市総合ボランティアセンター 

・ 国立三瓶青少年交流の家 

・ いずもサマースクール 

③学生ボランティア活動報告 

・ 看護学科 2 年 てんしんはん （がん予防啓発グループ） 

・ 看護学科 2 年 チャーハン  （子どもに関するボランティアグルー

プ） 

参加者：学生・教職員・モニター 合計 54 名 

（３）ボランティアマイレージ制度実績 

登録学生数 ：20 名（看護学科 19 名，専攻科地域看護学専攻 1 名） 

活動報告  ：活動報告数  27 件 
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     表 事業内容内訳 
                                      
         事 業 内 容 内 訳            件 数    
         スポーツ教室・イベント            ４件 
         小学生夏休み合宿               ２件 
         障がい児キャンプ               １件 
         保育園夏祭り                 １件 
         コミュニティーセンター運動会         １件  
         がん健診啓発活動               １件 
         せきそんの集い総会              １件 
         難病の会総会                 １件 
         両親学級                   １件 
         商店街イベント                １件     
 
３）ぎんざんケーブルテレビによる出前講座 

平成 22 年 2 月 5 日に石見銀山テレビ放送株式会社と覚え書きを交わし，以後収録作業を重

ねる一方，4 月から放送が開始された。公開講座に出向きたくてもなかなか出向くことが困難

な方を対象にケーブルを通して地域貢献する目的で開始された。今年度 27 講座収録した。今

後は松江キャンパスや浜田キャンパスとも連携しながら継続していく予定である。 

 
第 1 弾共通テーマ：「健やかに老いるために－食べること，出すこと，動くこと，楽しむこと

－」 

回  テーマ                     担当 

１ 「認知症とは」                  山下一也 教授 

２ 「高齢者の食事について」             祝原あゆみ 助教 

３ 「食事をもっと豊かに美味しく食べる方法」     加藤真紀 助教 

４ 「出すことは基本－便秘の予防法－」        吉川洋子 教授 

５ 「尿漏れ予防のための骨盤底筋訓練」        長島玲子 准教授 

井上千晶 助教 

６ 「若々しい脳と身体を維持するために」       松本亥智江 准教授 

７ 「回想法の勧め」                 伊藤智子 准教授 

８ 「生活を楽しむうつ予防法」            石橋照子 教授 

９ 「孫との遊び方－今風の子育てを支援する－」    高橋恵美子 講師 

10 「高齢者に優しい生活環境を考える」        梶谷みゆき 教授 
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第 2 弾共通テーマ：「健康で生涯現役をめざして－使って，鍛えて，予防しよう－」 

回  テーマ                     担当 

１ 「おいしく食べて健康づくり」           吾郷美奈恵 教授 

２ 「肝機能の救世主！宍道湖しじみで健康増進」    石橋鮎美 助教 

３ 「高齢者の“食べたい”を支える介護予防訪問看護」 吾郷ゆかり 准教授 

４ 「動脈硬化を予防するために」           三島三代子 准教授 

５ 「増える糖尿病にご用心！」            福澤陽一郎 教授 

角 公美子（大田市保健師） 

６ 「知って安心，インフルエンザ対策のコツ」     落合のり子 准教授 

７ 「生活習慣病と上手に付き合う薬の話」       坂根可奈子 助教 

８ 「始めよう！！ロコモーショントレーニング」    林 健司 助教 

９ 「プラス思考でより良い人生を歩もう」       小田美紀子 助教 

10 「地域活動をとおして得るもの，支えるもの」    齋藤茂子 教授 

 

第 3 弾共通テーマ：「いきいきエイジング－動いて，楽しんで，パワーアップしよう－」 

回  テーマ                     担当 

１ 「いきいきいっしょに孫育て」           狩野鈴子 准教授 

２ 「心の健康管理を考えよう－自殺予防の観点から－」  橋本由里 准教授 

３ 「おしっこに注目！－腎臓病と予防－」       別所史恵 講師 

４ 「床ずれを予防するために－いきいき介護－」    平井由佳 講師 

５ 「もっと活動範囲を広げよう 

－車椅子の安全な使い方－」           柴 麻由子 助手 

６ 「血圧の自己測定について 

－いきいき・元気に過ごすために－」       田原和美 助教 

７ 「高血圧の管理について」             山下一也 副学長 

 

４）今後の課題 

（１）出雲キャンパスモニター制度について，年 2 回の報告会・意見交換会の他，公開講座

や各種イベントの案内をした。また，FD 委員会企画の公開授業参観も案内し，3 名の

参観があり普段の学生の授業の様子を知っていただく機会となった。平成 23 年度は，

地域モニターに加え，卒業生・修了生からもモニターを募り，地域や専門職との交流を

拡充していく予定である。 

（２）学生ボランティアマイレージ制度について，平成 23 年度は，地域に貢献する学生活

動の支援充実を図るため，「学生ボランティアマイレージ事業」を重点項目として取り

組む。ボランティア研修会，報告会ともに 3 キャンパスの学生および教職員の交流が

できるよう早めに日程調整を図り，開催していく。また，入学時オリエンテーションな

どを活用して，学生ボランティアマイレージ制度について説明し，入会を促す。さらに，
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活動報告のシステムを簡略化し，報告の煩雑さを解消する方法を検討し，ボランティア

活動を促進していく。 

（３）ぎんざんテレビによる出前講座について，出雲キャンパス教員のほぼ全員が出演し

た。平成 23 年度も継続して実施していく。 
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■出雲市受託事業 

 出雲キャンパスと出雲市が共同で行っている介護予防教室事業は 4 年目を迎え、平成 22 年度

においては，大社町上遙堪地区（名称：上遙堪健康クラブ）で実施した。この事業は回想法を中

心に介護予防，認知症予防活動を行うことにより，介護予防の取組みの評価やスタッフの育成を

目的とし，ひいては高齢者を支える地域づくりの一端を担うことを目指している。 

 今年度も昨年と同様，グループ回想法，ミニ講話および研修会等を実施し，さらには，過去に

事業を実施した十六島地区の代表者との交流会も行った。毎回、地区の高齢者 13 名～14 名の参

加を得，市役所 7 名，大社高齢者あんしん支援センター1 名，遙堪コミュニティセンター4 名，

出雲市社会福祉協議会 1 名，地区社会福祉協議会 1 名，大学 8 名の関係機関スタッフが関わっ

た。 

 認知機能，うつ，生活機能，社会交流等の評価に僅かながら効果がみられ，また，参加者アン

ケートからも教室への満足度が高い結果が得られた。上遙堪健康クラブのリーダーの前向きな取

組みにより，今後も継続してサロン活動が行われる予定である。 

（詳細については平成 22 年度「上遙堪健康クラブ」報告書に掲載している。） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       ▼ミニ講話  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▼グループ回想法 
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■特色ＧＰ継続事業：「健康と生活を考える健康まつり」事業 
 出雲キャンパスでは，平成 19 年度に文部科学省の「特色ある大学教育支援プログラム」(特色 GP
事業)に「地域に広がる新しい看護ニーズに応える教育」が採択された。文部科学省の助成は平成 21
年度で終了したが、平成 22 年度は本キャンパス独自の取組として、「健康まつり」を大学祭の企画の

一つとして位置づけ開催した。 
この事業は「学生・大学と地域とのつながりを強化し、地域の人々と共に健康について考える」こ

とであり、特に「地域の方々と共に企画・運営することにより連携の強化を図る」、「企画を通し、地

域住民の方々の健康についての意識を高める」ことを目標にしている。 
「健康まつり」の企画内容は�健康チェック、�ミニ生命のメッセージ展、�学習成果発表、�健康

の維持増進に向けての地域のみなさんの取組の紹介である。健康チェックでは「血圧」、「体組成」、「骨

密度」、「血管年齢」などの測定と結果説明、また、教員による健康相談を行った。2 日間で約 200 名

の参加があった。ミニ生命のメッセージ展では、犯罪被害者の遺品と遺族のメッセージが込められた

等身大のボードを展示し、生命の大切さとその思いを繋いでいくことの大切さについて考える機会と

してもらった。学習成果発表では、大学における講義や演習、実習でどのような学習をしているかに

ついて地域の皆さまに知っていただくために、いろいろな教科でグループとして取り組んだ課題につ

いて発表し、参加者と意見交換を行った。また、健康の維持増進に向けての地域の取組の紹介では、

鳶巣地区の太極拳サークル、川跡地区の銭太鼓サークルの取組をステージで発表していただいた。  

     
 

            
 

                   
      

体組成の測定と結果説明 教員による健康相談 

健康チェック 

学習成果発表 ミニ生命のメッセージ展 

健康維持増進への取組発表 

展示を見ての感想

を書いていただき

ました。 
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島根県立大学は、21世紀をになうべき創造性豊かで実践力ある人材を育成し、教育研究を通して地

域の発展に資するため、2007年4月、既存の島根県立大学（浜田）、島根県立島根女子短期大学（松江）、

島根県立看護短期大学（出雲）の３つの大学を統合して開学した。 
ここに島根県立大学は、従来３キャンパスがそれぞれ歴史的に蓄積してきた成果を継承し、21世紀

における新たな飛翔をめざす大学の姿勢を内外に示すため、島根県立大学憲章を定めることとした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
����大学�� 

 
 
 島根県立大学は、地域の先人である西周が標榜した“「純理の学」から「実践の学」にわ

たる諸科学の統合”をめざし、各専門領域における研究活動を深め、それにもとづく創造的

な教育活動によって、現代社会の諸課題に国際的な視野からアプローチし、また、地域社会

の活性化と発展に寄与する人材を養成することを使命とする。あわせて、これまで培った学

問的蓄積と学際的ネットワークを活かしながら、「地域のニーズに応え、地域と協働し、地

域に信頼される大学」を実現するとともに、北東アジアをはじめとする国際社会の発展に寄

与する大学づくりを目標とする。 
 
１．市民的教養を高め、主体的に学び、実践する人材を養成する 

 島根県立大学は、幅広い市民的教養と高度の専門知識、豊かな人間性と高い倫理観を有し、

主体的に問題を発見・整理・解決し、現代社会の諸分野において着実に貢献できる人材を養

成する教育の府となることをめざす。 
 
２．現代社会の諸課題に対応した“諸科学の統合”を実践する 

 島根県立大学は、複雑化する現代社会の諸課題に対処するため、人間と社会に関する専門

諸科学を総合的に研究する学問の府となることをめざす。 
 
３．地域の課題を多角的に研究し、市民や学生の地域活動を積極的に支援して、地域に貢献

する 

 島根県立大学は、地域に開かれた大学として、その保有する豊かな知的資源を活かし、個

性的で実践的な地域研究を市民や学生と連携しながら推進し、また、地域活動に積極的に参

加することによって、地域に貢献する大学となることをめざす。                               
               
 

４．北東アジア地域をはじめとする国際的な研究教育の拠点を構築する 

 島根県立大学は、今後ますます重要度を増す北東アジア地域、および世界の諸地域との教

育的・学術的ネットワークの展開を通じ、国際的視野と豊かな研究蓄積を集約した北東アジ

アの知の拠点となることをめざす。 
 
５．自律と協同、透明性が高く機能性に優れた大学運営を行う 

 島根県立大学は、３キャンパスがそれぞれ学生と教職員一体となって独自性を発揮し、か

つ、有機的結合を図り、たえず自己検証と改善に努めながら、情報を積極的に公開し、社会

や時代の変化に即応できる大学運営を行う。 
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